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公益社団法人愛知県医師会 第 34 回(定例)理事会議事録 

 

開催日時：令和 2年 2月 13 日(木) 午後 2時 30 分～午後 5時 30 分 

開催場所：愛知県医師会館 4階理事会議室 

出 席 者 

会 長(代表理事)／柵 木 充 明 

副会長(代表理事)／城  義 政  市 川 朝 洋  杉 田 洋 一 

理 事／伊 藤 健 一  加 藤 雅 通  大 輪 芳 裕  樫 尾 富 二  樋 口 俊 寛  

  纐 纈 雅 明  細 川 秀 一  野 田 正 治  林  義 久  浅 井 清 和     

湯澤由紀夫  田那村 收  小 出 詠 子  渡 邊 源 市 

監 事／川 上 雅 正  野 口 良 樹  横 井  隆  

代議員会議長／服 部 達 哉 

代議員会副議長／伊 藤 宣 夫  山 本  楯 

 

欠 席 者 

理 事／西 山  朗      

 

議事録作成者  加 藤 結 花 

 

※野田理事、湯澤理事、遅刻のため、承認事項については出席者 24 名(うち理事 16

名)にて審議した。 

 

議長は、定款第 39 条第 2項により、柵木充明会長(代表理事)が務める。 

本日の理事会は、出席者 24 名(うち理事 18 名)で、理事現在数 19 名の 2分の 1以上(10

名)の出席があり、定款第 39 条第 6項の決議を行うに必要な過半数に達していること

を確認した。 

 

議事進行に先立ち、柵木会長より挨拶。 

 

 

議 事 

―承認事項―  

１．庶務関係事項について                   

(１)後援並びに共催について 

 ①特定非営利活動法人外国人医療センター(理事長 森田興二)主催の外国人無料健康相 

談会の後援について 

 

②医療法人葵鐘会(理事長 山下 守)主催のベルネット音楽祭2020〔5/1(金)〕の後援 
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について  

 

③公益財団法人産業医学振興財団(理事長 清水英佑)主催の令和2年度産業保健実践講 

 習会〔8/2(日)〕の共催について 

 

樫尾理事より説明され、上記1-(1)-①～③について一括承認を求め、承認された。 

 

(２)一般社団法人吉川久子マタニティコンサート協会(代表 壁谷順也)主催の「吉川久子

愛のフルートコンサート～未来の子供達へのオマージュ」in愛知〔開催日：未定〕へ

の会場使用及び共催、後援、協賛について 

樫尾理事より説明され、意見交換を行った結果、会場使用については使用目的の趣

旨から外れていること等を鑑み、後援のみ承認された。 

 

(３)3月の県下医師会長等協議会の休会について 

樫尾理事より説明され、3月の県下医師会長等協議会は第185回(臨時)代議員会

(3/21(土))の開催により休会とすることが承認された。 

 

２．委員会・部会、講演会等(本会主催分)の開催について    

柵木会長より、以下の№1の本会主催の委員会・部会、講演会等の開催について 

承認を求め、承認された。      

No. 開催日 名称 開催場所 担当理事 

1 3/3(火) 
愛知県救急医療情報センター運営

連絡協議会 
7 階研修室 

細川理事 

纐纈理事 

  

３．委員会委員の委嘱について 

(１) 愛知県医師会地域医療政策研究機構委員会委員の追加について 

伊藤理事より説明され、廣澤友也先生の追加委嘱が承認された。 

 

４．特別職員等の令和 2 年度雇用契約等について        

樫尾理事より特別職員等の雇用契約等について説明され、承認された。 

 

５．令和 2年度難病相談室相談医師委嘱について        

樋口理事より説明され、16 疾患 31 名の委嘱が承認された。 

 

６．健康教育講座(地域開催分)〔1/19(日)・2/9(日)・3/21(土)〕について 

纐纈理事より説明され、本会と岡崎市医師会(1/19・2/9)、春日井市医師会(3/21)

との共催が承認された。 
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―協議事項― 

７．第 185 回(臨時)代議員会決議文(案)について        

大輪理事より、別紙決議文(案)が読み上げられ、その後意見交換がなされた。控除

対象外消費税については、削除してはどうかという意見や、具体的な解決方法を記

載した方が良いのではという意見が出された。柵木会長より、時間的には余裕があ

るので他に意見があれば申し出ていただきたいと発言され、なければ第185回(臨

時)代議員会〔3/21(土)〕に上程することが承認された。 

 

８．その他 

 

 

─報告事項─ 

【日本医師会、各医師会、中部医師会連合等会議について】 

１．日医財務委員会〔1/24(金)〕について 

  (日本医師会主催：日本医師会館)                 

柵木会長より、令和 2年度日本医師会事業計画(案)については、従来と大きく変

わることはないと説明された。また、令和 2年度日本医師会予算(案)について協

議したと報告され、日医の事業規模、事業収入について補足された。 

 

２．日医第 7回医療政策会議〔1/30(木)〕について 

(日本医師会主催：日本医師会館)                  

柵木会長より、内容については冒頭挨拶で話したため割愛すると説明された。 

 

３．中部医師会連合第 8回常任委員会〔2/5(水)〕について 

(中部医師会連合主催：名古屋マリオットアソシアホテル)        

柵木会長より、中部医師会連合第 1回日医代議員協議会(3/4)において、日医の松

本常任理事より「診療報酬改定について」の講演をいただくが、ポイントの説明

がなされると説明された。また、第 146 回日本医師会臨時代議員会(3/29)への代

表質問は、福井県医師会「地域医療におけるリハビリテーションの課題と展望」、

岐阜県医師会「特定健康診査・特定保健指導について」の 2題を提出すると報告

された。次期日本医師会選挙管理委員並びに同予備委員の選出、諸会議日程につ

いて等の説明がなされた。中部医師会連合災害医療担当役職員によるメーリング

リストの作成にあたり、他の特別委員会等中部医連全体においてもメーリングリ

ストを作成することが決定したと説明された。 

 

４．日本医師会病院委員会〔1/29(水)〕について 

   (日本医師会主催：日本医師会館)             
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伊藤理事より、会長諮問の「今後を見据えた地域医療提供体制と医師会の役割」

の報告書について議論がなされ、加えて年末からの地域医療計画の中間見直し及

び働き方改革の議論の状況について意見交換が行われたと報告された。公立・公

的病院の名指しの追加については、改めて公表しないとされたが、公表しないこ

とは公表病院との平等性に欠ける上、地域医療構想調整会議で議論できないとい

う意見があったと説明された。 

 

５．日医学校保健委員会〔1/30(木)〕について 

(日本医師会主催：日本医師会館)                        

纐纈理事より、中央情勢報告では、虫歯、トラコーマは減少傾向にあるが、近視

が増えていることから、令和 2年度には一部地域で近視実態調査事業が実施され

ること、がん教育については、がん教育総合支援事業として充実を図ることが報

告されたと説明された。その後、3 月の学校保健講習会座長の選任、会長諮問に

対する答申案の取りまとめについて討論がなされたと報告された。 

 

６．日本医師会医療情報システム協議会〔2/1(土)・2(日)〕について 

(日本医師会主催：日本医師会館)            

浅井理事より、医療情報に関する最新の報告が 25 演題、2会場で開催され、医師、

厚労省、システムエンジニア、医師会事務員らが 2日間にわたり協議したと報告

された。また、北九州とびうめネット連携事業は、高齢者が登録申出を提出する

ことにより、行政が高齢者の医療・介護の情報データを毎月更新し、登録医療機

関は情報閲覧が可能となる画期的なシステムであると説明された。行政の協力で

成り立っており、中小の市町村ならではのシステムで大都市では難しいと補足さ

れた。  

 

７．日本医師会医療安全対策委員会〔1/27(月)〕について 

(日本医師会主催：日本医師会館)            

渡邊理事より、医療事故調査制度における院内調査の手法の確立と普及について、

また手順書作成について検討を行ったと報告された。意見交換では、医療事故調

査における事故原因の究明、再発防止策をまとめるプロセスにおいて、論点が事

故当時者の責任追及に対する適否、妥当性を問い詰める方向へ流れてしまいがち

であるが、注意すべきであるとの意見や、論文を引用して医学的根拠を示すこと

が原因究明に対しては重要であるとの意見があったと説明された。また、研修ワ

ークブック院内調査の進め方については、遺族を含めてはどうかとの提案がなさ

れたと説明された。 

 

【本会関係会議について】 

８．調査室委員会〔2/4(火)〕について 

(5 階医師連盟会議室)                  
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大輪理事より、愛知県看護協会との懇談会内容について報告し、決議文について

協議を行ったと説明された。 

 

９．社保指導委員会〔1/28(火)〕について 

(801～803 会議室)                    

加藤理事より、東海北陸厚生局の行う個別指導・監査の実施状況に係る報告(令和

元年 9・11 月～令和 2 年 1月分)、審査支払機関の立場より最新の情報提供及び意

見交換等がなされたと報告された。 

 

１０．愛知県医師会医療安全支援センター(苦情相談センター)委員会〔1/28(火)〕につ

いて 

(6階研修室)                        

樋口理事より、事例報告・検討(令和元年12月分) 新規事例97件(№19-745～19-841) 

継続相談31件 総計131件(歯科3件)であったと報告された。専門委員・顧問弁護

士・担当理事対応事例として「社労士を通さないと診断書が書けないと言われた」、

「白内障手術のキャンセル連絡をしたところ、キャンセル料を請求された」、「無

診察投薬が行われている」、「ヒルドイドの処方について疑問がある」、「間質性肺

炎に対し、他の治療法がなかったのか疑問である」の 5件について報告、事例検

討を行ったと報告された。 

 

１１．健康教育委員会〔2/5(水)〕について               

(801 会議室)                     

纐纈理事より、健康教育講座〔令和 2 年 5 月～9 月分〕の講師の推薦、令和 2 年

度委託金・補助金事業、あいち健康ナビ「健康コラム」執筆者について協議した

と報告された。また、今年度の委託金余剰により、あいち健康ナビを地下鉄駅構

内広告にて周知することとしたと説明された。 

 

１２．救急委員会〔2/4(火)〕について 

(7 階研修室)                     

細川理事より、令和 2年度救急・災害医療対策事業、急性心筋梗塞に関するアン

ケート調査等について協議を行ったと報告された。また、熱傷救急入院患取扱実

績報告、日医第 5回救急災害医療対策委員会、救急医療情報センター年末年始期

間中の案内状況等について報告が行われたと説明された。その他、AKK システム

の登録件数は増加傾向にあるが、地区でまとめて登録するには至っていないと補

足された。 

 

１３．男女共同参画委員会〔2/6(木)〕について 

(501 会議室)                    

小出理事より、医学生、研修医等をサポートするための会、女性医師支援センタ

ー事業中部ブロック会議等について報告が行われたと説明された。また、日本医
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師会女性医師バンク 12 年の歩み、女性医師支援に関するアンケート調査について

意見交換を行ったと報告された。 

 

１４．講演会・研修会等について   

柵木会長より、下記の№1～№10 の本会主催の講習会・研修会等は一括報告とす

ると発言された。林理事より、№3についてはリハビリテーションをテーマとし

たシンポジウムであったため、理学療法士の参加が目立ったと説明された。樫尾

理事より、№8については今後も水曜日・木曜日・土曜日で調整し、年 2回開催

したいと説明された。柵木会長より、№9の出席医師の内訳について質問され、

渡邊理事は、開業医が 56 名、病院勤務医師が 32 名であったと説明された。                     

No. 開催日 名称 出席者数等 担当理事 

1 1/28(火) 産業医研修会 45 名 
樫尾理事 

西山理事 

2 2/1(土) メンタルヘルス研修会 58 名 
樫尾理事 

西山理事 

3 2/1(土) 
保健・医療・福祉の連携強化に関するシン

ポジウム 
172名 

林理事 

野田理事 

4 2/1(土) 医療従事者の認知症対応力向上研修 71 名 
林理事 

野田理事 

5 2/4(火) 健康教育講座 176 名 
纐纈理事 

細川理事 

6 2/5(水) 愛知県医師会無線システム災害想定訓練 

医師会     

15機関 

災害拠点病

院6機関 

基幹病院    

6機関 

細川理事 

纐纈理事 

7 2/5(水) 
第 3 回在宅医療・介護連携推進事業ネット

ワーク会議 
103 名 

林理事 

野田理事 

8 2/6(木) 愛知県医師会事業概要説明会 85 名 
樫尾理事 

西山理事 

9 2/6(木) 医療事故調査制度に関する研修会 180名 
渡邊理事 

樋口理事 

10 2/8(土) 調査室委員会勉強会 46 名 
大輪理事 

加藤理事 

  

【行政、その他関係団体等会議について】 

１５．令和元年度第 2回愛知県地域医療対策協議会地域枠医師赴任等調整部会 

〔1/29(水)〕について 
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（愛知県主催：ウィルあいち）    

                

１６．第 3 回愛知県地域医療対策協議会〔2/5(水)〕について 

   (愛知県主催：ウィルあいち)                   

柵木会長より、第 2回愛知県地域医療対策協議会地域枠医師赴任等調整部会で審

議した結果を、第 3回愛知県地域医療対策協議会にて審議することになる。内容

が重複するため、№15、№16 は一括で報告すると説明された。令和 2年度より初

の地域枠医師が誕生し、4月より赴任する地域枠医師 4名の派遣先医療機関が決

定した。問題点として、次年度以降は毎年増加していくことにより、地域枠医師

が希望する派遣先医療機関と、県が希望する派遣先医療機関のマッチングが難し

くなっていくと報告され、伊藤理事は、今のやり方では何れ立ち行かなくなるこ

とは目に見えており、考え直す必要があると発言された。 

 

１７．令和元年度愛知県医療安全推進協議会〔1/29(水)〕について 

(愛知県主催：愛知県三の丸庁舎)            

樋口理事より、医療安全にかかわる関係機関が集まり開催された。愛知県医療安

全支援センターの相談実績が報告され、同センターに寄せられた相談事例につい

て検討が行われたと報告された。医療安全センターへの年間相談数は 1,300 件～

1,400 件程度。相談内容は、医療行為・医療内容、医療従事者対応等が多くを占

めており、主にセンター内での解決、他の機関を紹介して解決していると補足さ

れた。 

 

１８．令和元年度第 2回愛知県小児慢性特定疾病児童等地域支援協議会〔1/31(金)〕に

ついて 

(愛知県主催：愛知県三の丸庁舎)              

樋口理事より、愛知県内の小児慢性特定疾病児童の支援者が集まり開催された。

愛知県より、県内における小児慢性特定疾病児童等自立支援事業実施状況、小児

慢性特定疾病児童やその家族を取り巻く課題について報告がなされたと説明され

た。その後、各関係機関より、災害時の取り組み、予備バッテリー購入に関する

補助について意見交換が行われたと説明された。 

 

１９．第 52 回若年者心疾患・生活習慣病対策協議会会員総会〔1/25(土)・26(日)〕に

ついて 

(若年者心疾患・生活習慣病対策協議会主催：ホテル日航金沢)                     

纐纈理事より、25 日(土)に理事会・評議員会が開かれ、本年度及び次年度の事業

活動・収支決算・予算報告書などが示され、承認されたと報告された。次年度は

富山県であるが、次次年度について検討され、高知県が担当することに決まった。

26 日(日)は 9 時から総会が行われ、その後ワークショップ、特別講演Ⅰ・Ⅱ、一

般演題、教育講演などが行われ、16 時に終了したと説明された。 
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２０．学校保健総合支援事業に係る第 2 回協議会〔1/27(月)〕について 

(愛知県主催：愛知県自治センター)           

纐纈理事より、文科省の予算措置で実施されている「学校保健総合支援事業」の

運営について検討・評価する会であると説明された。愛知県では、令和元年度は

県下の小・中・高等・特別支援学校に 16 件の講師派遣が行われ、それについて検

証したと報告された。また、来年度より文科省の予算措置がなくなり、事業も廃

止されることが報告されたが、密度の高い事業であり、今後も継続していただき

たいとの声が挙がっていると補足された。 

 

２１．刑事施設の医療に関する協議会〔1/28(火)〕について 

(名古屋拘置所主催：名古屋拘置所庁舎)         

細川理事より、名古屋地方検察庁、愛知県、市内 2病院、名古屋矯正管区、瀬戸

少年院、名古屋少年鑑別所の担当者が出席し、名古屋拘置所内の医療状況等につ

いて説明が行われたと報告された。 

 

２２．令和元年度第 2回愛知県救急医療協議会〔2/3(月)〕について 

(愛知県主催：愛知県庁本庁舎)             

細川理事より、救命救急センターの県独自の評価指針について、救命救急センタ

ーの機能強化・質の向上：重症外傷について、救命救急センターのピアレビュー

の実施について検討を行ったと報告された。厚労省より、優劣をつけるものでは

なく、救命救急センターの質の向上を図るため、評価項目に沿って評価するよう

通達があった。実際は優劣がつくこととなるが評価を下す主体は未定であると説

明された。また、愛知県には外傷専門のセンターがないため、外傷専門を希望す

る医師が県外に流出していくという問題があり、重症外傷に特化したセンターを

創設する必要があるとの意見があり、今後の課題となっていると説明された。 

 

２３．愛知県社会福祉協議会第 5 回苦情解決合議体〔2/5(水)〕について 

(愛知県社会福祉協議会主催：愛知県社会福祉会館)     

林理事より、令和元年 12 月、令和 2年 1月の苦情受付状況報告の後、個別の症例

報告がなされた。相変わらず電話での受付、障害者の方からの苦情が多くみられ、

苦情内容については、職員の接遇が際立っていると補足された。また、巡回指導

や研修会の結果等について報告がなされたと説明された。 

 

２４．令和元年度愛知県献血推進協議会〔2/3(月)〕について 

(愛知県主催：愛知県議会議事堂)                    

浅井理事より、今年度の事業概要の報告と令和 2年度の献血推進計画について協

議したと報告された。今年度の献血目標は達成される見込みであり、着目点とし

ては平成 29 年度から 30 年度にかけて高校生による献血者数の増加が著しいと説

明された。水泳の池江璃花子選手の件が一因と思われるが、一過性で終わるのか、
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継続していくのかは不明であると補足された。 

 

２５．愛知県薬事審議会〔2/4(火)〕について 

(愛知県主催：愛知県議会議事堂)            

浅井理事より、愛知県の薬事について状況報告がなされ、医薬品、医療機器等の

品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律(医薬品医療機器等法)についての

報告があったと説明された。 

 

２６．一般社団法人愛知県労災指定医協会平成 31 年度第 9 回理事会〔2/6(木)〕につい

て                                

(愛知県労災指定医協会主催：802～804 会議室)        

田那村理事より、第 3回常任理事会で年会費の変更とレセプト郵送料の無料化に

ついての報告がなされ、本理事会にて承認されたと報告された。入会者の減少及

び退会者の増加により、年会費を増額することに伴いレセプト郵送料を無料化す

ると補足された。また、講演会・研究会の報告、支払い負担金申請、令和 2 年度

上半期の予定案内があったと説明された。 

 

【その他事項について】 

２７．公衆衛生事業功労者表彰(厚生労働大臣表彰)について    

樫尾理事より、伊藤 剛先生(名古屋市医師会)、久野一典先生(東海市医師会)、

近藤貴史先生(豊田加茂医師会)が受賞され、表彰式は 2月 26 日(水)大手町サンケ

イプラザ(東京都千代田区)にて行われると説明された。 

 

２８．令和元年度公衆衛生関係功労者及び栄養関係功労者に対する知事表彰受賞者につ 

いて                           

樫尾理事より、河西あつ子先生(津島市医師会)、鈴木敏弘先生(愛知県小児科医会)、

小森保生先生(岡崎市医師会)、小島邦義先生(東海市医師会)、伊藤久芳先生(豊川

市医師会)、森永康文先生(愛知県産婦人科医会)が受賞され、表彰式は 2月 10 日

(月)愛知県庁本庁舎 6階正庁にて行われたと説明された。 

 

２９．その他 

 ・県下医師会長等協議会(2 月 20 日開催)への議題提出について 

   柵木会長より、今回は議題が少ないため、他に県下医師会長先生方に伝達するよ

うな事項があれば事務局まで申し出ていただきたいと発言された。 
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以上で本日の議事を終了し、議長は協力を謝して閉会とした。 

 

令和２年２月１３日 


